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   平成 31 年度非行防止教室及び薬物乱用防止教室等の実施について（通知） 

 このことについて、北海道警察本部生活安全部少年課長から、別添写しのとおり依頼が

ありましたので通知します。 

児童生徒の非行防止や薬物乱用防止については、これまでも、各学校において、警察を

はじめとする関係機関と連携した取組が行われているところでありますが、道内における

少年非行の情勢として、検挙・補導された非行少年は減少傾向にあるものの、殺人等の凶

悪事件や特殊詐欺への加担などにより検挙されているほか、児童生徒が被害者となる児童

ポルノや児童買春事件等が後を絶たず、極めて憂慮すべき状況であります。 

こうしたことから、児童生徒の規範意識を醸成するとともに、児童生徒を犯罪被害から

守る取組や命を大切にする心を育む教育を充実させることが重要であり、北海道警察が実

施する非行防止教室、薬物乱用防止教室及び命の大切さを学ぶ教室を活用することが効果

的であります。 

また、校内放送方式による非行防止教室等は、短時間で繰り返し実施することができ、

昼休みの時間帯等を活用した実施も可能であります。 

つきましては、各学校において、これらのことを踏まえ、警察等と連携した非行防止教

室等を実施するようお願いします。 
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